
　生活文教常任委員会では、7 月 15 日から 17 日まで、奈良県天理市、京都府亀岡市、滋賀県野洲市
を訪問し、子ども・若者支援、環境施策、生活困窮者支援・重層的支援体制について行政視察を実施
しました。
　今回視察した 3 市では、それぞれ異なる行政課題を扱いながらも、個別の制度や行政組織だけで課
題を解決するのではなく、庁内の分野横断的な連携や、市民、地域団体、事業者等との協働により、既
存の施設や地域資源、人材を活かしながら、新たなつながりや仕組みを生み出して施策を構築している
点が共通していました。今回確認した各自治体の取り組みは、当町における学校施設のあり方、子ども・
若者支援、環境施策、包括的な相談支援体制を検討する上で、今後の施策検討に資する取り組みでした。
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　亀岡市では、保津川の漂着ご
み問題を契機として「2030 年
までに使い捨てプラスチックご
みゼロを目指す」取り組みを進
めています。レジ袋提供禁止条
例の制定に加え、給水スポット
を市内 130 か所以上に拡大し、
リユース食器の利用補助、企業
との環境協定、ごみ拾いしなが
ら街をウォーキングするエコ
ウォーカーなど、市民が日常生
活の中で参加できる仕組みを展
開しています。　
　「燃やすごみ」を「燃やすしか
ないごみ」と表現するなど、分別
行動を促す情報発信の工夫や、
「こども海ごみ探偵団」や企業と
連携した環境教育、サーキュラー
亀岡ラボでのリユース・リペア活
動など、規制だけでなく教育、
地域経済、市民参加を組み合わ
せて環境施策をまちのブランド形
成につなげている点が特徴です。

　天理市では、人口減少や学校
施設の老朽化が進む中、小規模
校を安易に統廃合するのではな
く、学校を地域の支え合いの拠
点として活用する「みんなの学
校プロジェクト」を進めていま
す。学校教育を「第一部」、学童
保育や放課後活動などを「第二
部」、生涯学習や社会教育など地
域住民の活動を「第三部」とす
る「学校三部制」の考え方を取
り入れ、学校施設を地域全体で
活用しています。
　Ｒ6 年 4 月には教育総合セン
ター内に「子育て応援・相談セ
ンター～ほっとステーション～」
を開設しています。学校・園・
所だけで複雑化する課題や保護
者対応を抱え込むのではなく、
専門的な相談窓口が課題を整理
し、子どもを中心に学校・家庭・
関係機関が連携して解決を図る
体制を構築しています。

　野洲市では、「制度を見るので
はなく人を見る」「課題を見るの
ではなく暮らしを見る」との考
え方のもと、市民生活相談課を
中心とした「断らない相談体制」
を構築しています。Ｈ28 年制定
の「野洲市くらし支えあい条例」
では、行政組織全体で生活困窮
者等の発見と支援に取り組むこ
とを位置付けています。特徴的
なのは、税や保険料等の滞納を
単なる徴収の対象ではなく、生
活上の困難を示す SOS として捉
え、家計改善、就労、福祉、法
律相談等につなげて生活再建を
支援する点です。
　市役所内に設置された「やす
ワーク（ハローワーク）」により
生活相談と就労支援を一体化し、
不登校生徒についても卒業後に
支援が途切れないよう福祉・教
育・就労機関が連携する移行支
援を実施しています。
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　参加者アンケートでは、「居場所づくり・教育など、議員が大切にして活動している。実現のために
自分も何かしたい」「じっくり話ができ、議員の人柄や思いに触れられた」「素敵な機会。下諏訪がもっ
と好きになった。今日聞いた課題を自分事として考えたい」「少し踏み込んで質問ができて良かった」「議
員それぞれの専門分野、多様性が町の強み」「参加者の提案をまとめてHP・議会だよりで発表を」など、
貴重なご意見をお寄せいただきました。今後の議会活動に生かしていきたいと思います。

　子育て環境の改善、学校支援、地域活動
の負担など幅広い意見が寄せられました。
• 子育て支援だけでは不十分、育てやすい町
　づくりの議論
• 心の教室支援員の待遇改善・専任化
• 包括的性教育の推進
• 子どもの居場所づくりの強化
• 学校のあり方の今後の議論
• 給食費の小学校・中1・中2の無償化（弁当持
　参や不登校児への無償化相当分支援含む）
• 共働き増加による地域活動の担い手不足
• 小中学校トイレへの生理用品配備

　私たち議員は町民のみなさんの声をお聞きするため、毎年議会懇談会を開催しています。今年度は７
月3日に開催しました。話しやすい雰囲気で日頃感じていることをお聞かせいただこうと、議員一人ひと
りのブースを設け、たくさんのご意見・ご要望をお聞きしました。
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子育てと教育
　町民からは、交通・防犯・環境・災害対策
など生活に直結する課題が多数挙がりました。
• あざみ号の増便
• やしマルシェ再開時期
• 外国人も安心して暮らせる環境づくり
• 子どもの見守り体制強化（見守り協議会設立案）
• 移住者の生活支援（家賃補助など）
• 防犯カメラ・街路灯の増設
• 諏訪湖へのプラごみ流入防止、中高生の環
　境アイデア募集
• 災害ボランティア増員、防災対策の地域適合
• 浸水 5mを想定での避難場所の確保
• 防災無線の聞き取りづらさ→防災ラジオ普及

暮らしと安全・防災

　議会のあり方や選挙の状況についての意見
が多く出ました。
• 立候補者を増やしたい
• 議員の活動の見える化
• 議員報酬の増額
• 若者・女性が立候補しやすい環境づくり
• 幅広い年代の議員が必要
• 議員の取り組み・町の課題・将来像への
　問いかけ

議員と選挙

　観光と移住促進を結びつけた提案が多く
出ました。
• 滞在時間を増やす観光の推進
• ホシスメバを活かした多拠点居住の誘致
• 空き家を使った移住体験・農業体験
• 町外へ出た若者が戻れる就労・起業・
　結婚支援
• 体験を通じたファンづくりと魅力発信

観光と産業、移住・定住
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